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高萩市市民憲章昭和49年''月旧制定

1 ． 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ．元気で|到き、豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
蕊
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関根川にサケの稚魚放流

市内を流れる関根川にサケがのぼるようになったのは

数年前のこと。これを見た近くの人たちが，関根川を｢サ

ケのふるさとにしよう｡｣と，昨年から大北川漁協のサケ

(オス・メス)を購入して，水槽内でのふ化を試み，みご

とに成功しました。

4月16日い，近くの東小学校の児菫約50人の手によっ

て約3,000匹のサケの稚魚が放流されました。これは，

今年2回目，昨年と合わせると12,000匹の稚魚を放流し

たことになります。

近所の子どもたちも，理科の勉強を兼ね，手づくりの

水槽の中でふ化したサケの泳ぐ姿を時々観察に来たとか。

この日のサケが大きくなって，元気でもどってくる姿

を夢に見ながら， うれしそうに放流していました。



ふ
つ
う
下
水
道
と
い
う
と
、
各
市
町

村
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

る
公
共
下
水
道
を
指
し
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
設
置
す
る
よ
り
も
複
数
の

市
や
町
の
下
水
を
広
域
的
に
集
め
、
一

括
し
て
処
理
し
た
ほ
う
が
建
設
費
や
維

持
管
理
費
が
軽
減
さ
れ
、
川
や
海
な
ど

の
環
境
も
効
果
的
に
守
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
日
立
市
．

高
萩
市
の
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
、
市
報
四
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
九
十
九
億
七
、
○
○
八
万

六
千
円
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
他
市
町
村
と
特
定
の
事
務
、
事
業
に
関
し

て
共
同
の
処
理
（
広
域
行
政
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
な
か
か
ら
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
、
高
萩

北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業
団
、
高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合
、
多
賀
地
方
農

業
共
済
事
務
組
合
を
紹
介
し
ま
す
。

効
率
よ
い
広
域
行
政

広
域
行
政
の
し
ご
と

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合

他
市
町
村
と
の
共
同
処
理
事
業

高
萩
市
及
び
十
王
町
の
二
市
一
町
に
よ

る
広
域
的
な
公
共
下
水
道
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
広

域
下
水
道
組
合
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
五

十
八
年
一
月
、
事
業
の
認
可
を
得
て
一

部
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

な
ぜ
下
水
道
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

一

I
ー

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
使
用
し
た
水
を
、
そ
の
ま

ま
川
や
海
に
流
し
ま
す
と
自
然
環
境
を

損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
こ
の
家
庭
の
汚
水
や
工

場
排
水
な
ど
を
地
下
の
下
水
管
を
通
し

て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、
化
学
的
、

衛
生
的
に
処
理
し
て
、
川
や
海
に
も
ど

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
健
康
で
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
公
共
下
水

道
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
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昭和60年度の予算
識

▲伊師浄化センター完成予想図

く
ポ
ン
プ
場

ポ
ン
プ
場
は
、
下
水
管
で
集
め
ら
れ

た
汚
水
を
中
継
し
た
り
、
く
み
あ
げ
た

り
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

か
ん
き
よ

管
渠
…
…
下
水
管

下
水
管
は
、
道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ

家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
処
理
場
ま
で

運
ぶ
役
目
を
し
ま
す
。

下
水
管
に
は
、
掃
除
や
検
査
を
す
る

た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

動日立高萩･十王広域公共下水道事業計〈
）

昭和75年を目標に全体で2,223.4ヘクタールの基本計画をたて，第1期

事業は，昭和63年までの7年計画で，昭和64年供用開始をめどに高萩市高

浜町の一部地区から着手しています。

耳

第1期事業計画(認可）

日立市 高萩市 ｜ 十王町 ｜ 計十王町 計
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浄
化
セ
ン
タ
ー

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
集
め
ら
れ
た
汚

水
を
化
学
的
な
方
法
で
処
理
し
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
河
川
に
放
流
し
ま
す
。

☆
☆

※
下
水
を
運
ぶ
方
式
に
は
、
汚
水
と
雨

水
を
一
本
の
管
に
集
め
る
合
流
式
と
私

た
ち
の
ま
ち
で
採
用
し
て
い
る
分
流
式

が
あ
り
ま
す
。
分
流
式
は
、
汚
水
を
処

理
場
で
処
理
し
、
雨
水
は
そ
の
ま
ま
河

川
に
放
流
し
ま
す
。

送
る
施
設
で
す
。

計画人口 （人）

５

６
２
４
０

日
々
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５
１
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８
８
５計画汚水量(㎡／日）

計画目標年次 昭和63年

分流式

46,788 1 51,432 1 3,792

式除 方排

管 渠延長 (m) 102,012

］ ｜ －
伊師浄化センタ

標準活性汚泥法

］ドンプ場（箇所）

セ
ン
タ
ー

浄
化
名 称

処理方式

概算事業費(百万円） ’10.428 9,226 1 833 20．487
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高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企

ま
た
、
高
萩
市
、
Ｒ
立
市
、
十
王
町
業
団
の
昭
和
六
十
年
度
の
予
算
総
額
は
、

の
分
担
金
は
そ
れ
ぞ
れ

高
萩
市
一
億
六
九
六
万
八
千
円
で
、

一
億
二
、
八
七
三
万
円

・
建
設
改
良
費

一
億
六
九
六
万
八
千
円

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
の
昭
和
六
十
年
度
の
予
算
総
額
は
、

二
十
二
億
八
、
○
二
一
万
六
千
円
で
、
王

な
事
業
と
し
て
は

・
処
理
場
建
設
費

（
伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

十
三
億
六
、
三
五
九
万
一
千
円

・
管
渠
建
設
費

七
億
六
三
九
万
八
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

昭
和
六
十
年
度
の
予
算

蕊
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▲建設中の伊師浄化センター

十
王
町

高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合
の
昭
和

六
十
年
度
の
予
算
総
額
は
、
三
、
六
六

二
万
四
千
円
で
、
と
畜
場
組
合
の
運
営

の
た
め
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

、

と
な
っ
て
お
り
、
分
担
金
総
額
は
三
億

日
立
市一
億
四
、
九
八
六
万
五
千
円

と
，
な
っ
て
い
↑
よ
手
９
，

、

一ノ

昭
和
六
十
年
度
の
予
算

な
お
、
高
萩
市
か
ら
は
、
一
般
会
計

’昭和
六
十
年
度
の
予
算

高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業
団

高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合

六
、
七
四
七
万
六
千
円

ー

よ
り
一
、
一
八
七
万
四
千
円
の
分
担
金

を
支
出
し
、
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
に
完
成
し
た
高
萩
・

北
茨
城
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
日
に

約
百
二
十
頭
の
処
理
能
力
を
持
ち
、
月
、

火
、
木
、
金
曜
日
の
週
四
日
の
作
業
を

行
い
、
新
鮮
な
食
肉
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
萩
市
か
ら
は
一
般
会
計
よ

り
四
八
八
万
六
千
円
の
出
資
金
を
支
出

し
、
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
企
業
団
は
、
両
市
の
企
業
誘
致

の
促
進
に
伴
う
工
業
用
水
の
増
加
や
将

来
の
水
需
要
の
安
定
供
給
に
そ
な
え
、

昭
和
五
十
九
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
す
。

今
年
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
取
水

施
設
、
浄
水
施
設
等
の
設
計
一
式
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
道
組
合
の
予
算
総
額
を
高

萩
市
の
分
担
金
に
相
応
す
る
経
費
に
置

き
か
え
る
と
八
億
七
、
三
六
八
万
九
千

円
の
事
業
費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
玄

四
、
六
○
七
万
一
千
円
で
す
。

へ

一
多
賀
地
方
農
圭

一乱

一
農
家
を
守
る
農
業
共
済

一

一
多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
は
、

》
陛
鮭
岬
酔
吐
峠
相
唾
池
室
回
訓
評
崎
戸

一
ま
い
り
ま
し
た
・

一
今
年
度
は
、
事
業
基
盤
の
確
立
を
図

一
り
、
被
害
を
受
け
た
農
家
の
損
害
補
て

《
ん
の
万
全
を
期
す
た
め
、
次
の
目
標
を

》
か
か
げ
て
お
り
ま
す
。

一
○
水
稲
共
済
で
は
、
昨
年
に
引
続
き
、

必

一
他
用
途
米
作
付
耕
地
の
引
受
推
進
の

（

》
蛍
も

し
．
ｈ
Ｊ
Ｊ
４
１

一
○
家
畜
共
済
、
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

一
園
芸
施
設
共
済
に
つ
い
て
、
戸
別
訪

一
間
に
よ
る
引
受
の
拡
大

一
○
家
畜
の
飼
養
管
理
の
指
導
及
び
予
防

一
対
策
の
実
施

一
○
事
業
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

へ

一
く
た
め
、
広
報
紙
の
発
行
、
座
談
会

〈

一
な
ど
の
開
催

一
○
経
費
の
節
減
と
事
務
の
合
理
化
を
図

一
る
○

一
以
上
を
重
点
事
項
と
し
て
、
事
業
を

《
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
六
十
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
次

一
の
と
お
り
で
す
。
事
業
の
引
受
増
を
見

一
込
み
、
予
算
総
額
二
億
三
、
四
九
六
万

一
五
千
円
で
、
前
年
対
比
一
、
四
一
二
万

》

多
賀
地
方
農
業

I

口
ー

共
済
事
務
組
合

1
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してみませんか
中央公民館では，昭和60年度の学級・講座

生を募集しますので，ご希望のかたは，お好

きなコースを選んで申し込みください。 学級・講座の受講生募集

豈工

◎申込期間5月7日(j<)から5月22日(㈹まで

午前8時30分から午後5時まで（土曜日は正午まで

日曜日は受け付けいたしません｡)

◎申込方法申込書が中央公民館にありますので，記入

のうえ直接申し込んでください。 （電話の申し込み

は受け付けません｡）

○6番から16番まではひとりにつき一講座とし，二つ

の申し込みはできません。

○受講料は無料実習材料費視察・見学費，会運営

費等は各自負担となります。

○講座については初心者を対象とします。

○申込者が定員を超えた場合は，抽選で決定します。

○抽選の結果， もれたかたのみ後日通知いたします。

○参加者が少ない時は，学級・講座をとりやめること

もあります。

◎詳しいことは， 中央公民館電話（23） 1 1 25へお

問い合わせください。
《
》

蝿 蕊蕊 蕊溌謝J雲
;し，健康維持や生きがいを積

,みんなで楽しく話し合う大学

' ] 1叩 ’ 晶 配こ鋲､即串轟』も;

職；灘鍛
徽 j%弾鐸

f蕊雛蕊数
間

集
員
募
人

鱗
番
号 i蕊皿弾蛾 懲蕊難

冒 ｭ ? さ』＃ 段 !

; ､､ ､餅 ;号 〃午､＆ 響: . ‘ 1 ；

J"”、±ゞ1

人

50
60歳以上

のかた

社会の変化に対応I

極的に求めながら，

5月～3月

第1水曜日

月 1 回

F前9:30～11:30
各専門講師

撫鬮レ〃撚即家礎蕊育学級 ;''~:Ⅲ Ⅲ l l』
健全な子どもを育てるための学習，親としての

教養各幼稚|童|の交流

級聖燕晶

講座難駄腱

月 1 回

午前9:30～11:30

月 2 回

午後1 :30～3:30

口 婦人として必要な教養，趣味を深め， よりよい

生き方を考える。I"3 学 一般婦人 40人 〃

一般成人lif"#
駒 M噸 ､溌串
f 舟 罰 豚

古典文学 古典を楽しく読む｡(平家物語）30 黒沢光寿

親 子

小学5年生

6年生

一般成人

8月1．2日

8月6．7日

夏休みに親子で郷土の歴史を知る， 市内史跡め

ぐり。

l班

2班

月

午前9

i":i# 郷土の雁史夏体 ０
０

５

３

50専門講師

30 笠谷喜之助6 講座|溺蝿ロ
4 回

30～11：30
書 道 害の心から，書き方の基本指導

6月～12月 月 2 回

第2.4水曜'三｜ 午前9:30～11:30鶴 華 道 講 座 一般成人 生け方の基本から実技指導(池の坊）20 高橋さ

（
） 20 大山静子

20 青山和代

鞆、ｊ

御

ｘ

Ｕ

6月～12月

第1.3火曜日

6月～12月

第1.3木曜日

午鼎9:3:-,W3, 一般成』茶 道 講座 お茶の心と， お茶の立て方の基本指導

Ti:,:i-W" -雛成‘9 上宝焼講座 七宝焼の基本から実技指導

第24木蝿｣ 午:,:;ー乳,－職噸人
6月～12月

10% 色紙絵 i講座 色紙絵の基本から実技指導20 村田猛

6月～12月

第1.3水曜日

6月～12月

第2.4木曜日

6月～12月

第1.3金曜日

月 2 回

午前9:30～11:30

月 2 回

午前9:30～11:30

月 2 回

午後l :30~3:30

み講座 般婦人 手あみの基本から実技指導布11 20 柴田ふさ子子

リン1

一

大部憲子 リボンフラワーの創作から実技指導ンフラワー講座 般婦人 ０
０

３

２

12

者 付 講 座 般婦人 宇佐美幸子｜者付の基本から指導13

8月～9月

毎週水曜日

7 回

午後6:30～8:30

月 2 回

午前9:30～11:30

男の料理講座 專門講師 家庭料理のいろいろ基礎実習一般男子 2014

6月～12月

第2．4月曜日
家庭料理のいろいろ。15 料 理 講座 一般婦人 20 小池貞

7月～1月 月 2 回

第1･3水曜日午後1:30～3:30 ’ 20 1口閉みよ
ぎり絵講座 般成ノ ちき．り絵の基本から実技指導16

50専門講師 自然に親しみながら心身を鍛練し， 少年同志の
交流を図り，親睦を深める。

市民の交流，一般教養趣味を深め， よりよい

生き方を考える。

8月21.22.23日（2泊3日）

国…甲子…… 鯉里少年サマースクール17

／ 〃分館移動講座 一般成人18 7月～9月
／

4



］淵ｱA臨

憩蓉f，

あなたも参脱
趣味や教養を身につけるため，余暇を上手

に生かして，各種の学級・講座などに参加し

てみませんか。

娘
が
小
学
校
に
入
学
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
私
も
一
年
生
の
気
分
で
何
か

始
め
よ
う
…
…
、
そ
う
思
っ
て
公
民
館

の
婦
人
学
級
に
。

二
年
前
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
高
齢

者
大
学
に
Ｉ
。
高
萩
の
場
合
四
年
間

継
続
で
で
き
る
の
で
幸
わ
せ
で
す
。
自

分
に
合
っ
た
教
養
を
身
に
つ
け
、
ま
た

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
楽
し
も
う

と
思
っ
て
入
会
し
た
ん
で
す
。

市
政
を
聞
く
集
い
や
、
高
血
圧
に
対

す
る
知
識
、
さ
ら
に
歴
史
や
文
化
を
求

め
て
視
察
研
修
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ

勉
強
に
な
り
ま
し
た
ね
。

た
ま
に
は
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

ネ
ク
タ
イ
を
し
め
て
、
ひ
げ
を
そ
り
、
若

返
っ
て
出
か
け
る
の
も
い
い
も
の
で

す
よ
。 昭

和
五
十
九
年
度
に
中
央
公
民
館
の

学
級
講
座
に
参
加
さ
れ
た
七
人
の
か

た
に
参
考
の
た
め
に
そ
の
体
験
な
ど
の

お
話
し
を
間
い
て
み
ま
し
た
。

七
人
の
か
た
に

聞
い
て
み
ま
し
た

… 聯

＃蕊

福原登志子さん

（高浜川.）

<婦人学級〉

高木 武さん

（安良川）

<高齢者大学〉

＝

私
は
、
生
ま
れ
は
十
王
で
、
十
二
年

ほ
ど
前
か
ら
高
萩
に
住
ん
で
い
ま
す
。

高
萩
の
住
民
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
や

は
り
高
萩
の
歴
史
を
勉
強
し
な
く
て
は

…
…
と
思
い
、
公
民
館
の
「
郷
土
の
歴

史
講
座
」
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
一
昨
年
新
し
く
出
来

た
講
座
で
、
週
二
回
、
四
か
月
間
に
わ
た

っ
て
、
郷
土
の
先
覚
者
や
、
藩
主
の
変

遷
、
ま
た
現
地
の
史
蹟
を
視
察
し
た
り

し
て
、
興
味
深
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
歴
史
の
勉
強

を
す
る
仲
間
が
ふ
え
る
よ
う
、
こ
の
講

座
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

婦
人
学
級
は
、
主
婦
の
教
養
を
高
め

る
た
め
の
講
座
、
料
理
・
手
芸
な
ど
の

趣
味
的
な
も
の
、
市
内
の
名
所
・
旧
跡

の
視
察
見
学
な
ど
幅
が
広
い
の
で
す
が
、

婦
人
を
取
り
巻
く
身
近
な
題
材
を
、
自

分
た
ち
で
自
主
的
に
選
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
で
き
る
ん
で
す
。

二
年
間
や
っ
て
み
ま
す
と
、
い
ろ
い

ろ
興
味
が
わ
い
て
き
て
、
今
年
も
、
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
ｃ

＃

鈴木公文さん

（石滝）

〈郷土の

歴史講座〉

疋
年
に
な
っ
て

灘

蔦蕊

瀞家
に
ば
か
り
居
一

渡部光雄さん

（上手綱）

<書道講座〉

，

は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
市
報
の
講

座
生
募
集
を
み
て
、
耆
道
で
も
習
っ
て

み
よ
う
か
と
、
六
十
の
手
習
い
を
は
じ

め
た
ん
で
す
よ
。

筆
は
も
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
月
四
回
で
一
年
間
や
っ
て
み
る

と
、
変
体
が
な
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ

て
、
書
道
展
に
も
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
は
じ
め
て
毛

筆
で
年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
よ
。

若
い
人
も
多
い
の
で
、
そ
の
中
に
混

じ
っ
て
勉
強
す
る
の
が
楽
し
み
、
若
返

り
の
た
め
に
も
い
い
で
す
ね
。

七
年
ほ
ど
前
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
存

や
り
た
く
て
公
民
館
講
座
に
入
っ
て
か

ら
、
広
く
浅
く
趣
味
を
持
と
う
と
、
い

ろ
い
ろ
な
講
座
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

華
道
講
座
は
、
初
心
者
が
対
象
で
、

大
学
生
か
ら
六
十
歳
ぐ
ら
い
の
人
ま
で

幅
が
広
い
ん
で
す
。
花
の
名
前
か
ら
、

花
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
基
礎
を
、

し
っ
か
り
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

仲
間
同
志
友
だ
ち
が
ふ
え
て
楽
し
い

し
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
る
ん
で

す
よ
。

ー

I
里
《
塾
一

石井一枝さん

（島名）

<華道講座〉

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
料
理
や
、
そ
の
時

々
の
季
節
に
合
っ
た
お
料
理
な
ど
、
幅

広
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
私
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
も
少
し
は
増
え
ま
し
た
。

だ
し
の
と
り
か
た
や
、
ゼ
ラ
チ
ン
と

か
ん
て
ん
の
違
い
な
ど
、
お
料
理
の
基

礎
的
な
こ
と
を
折
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
メ

イ
ン
料
理
と
デ
ザ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ

て
、
バ
ラ
ン
ス
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

月
二
回
で
、
講
座
の
雰
囲
気
も
と
て

も
な
ご
や
か
で
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

二
年
ほ
ど
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
世

話
も
な
く
な
り
、
近
所
の
か
た
と
の
交

際
の
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
少
し
で
も
相
手
と

自
分
と
が
わ
か
り
あ
い
、
気
持
ち
よ
く

話
し
合
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

の
が
茶
道
講
座
に
入
会
し
た
理
由
で
す
。

静
か
に
茶
を
た
て
る
ひ
と
と
き
は
、

情
報
化
時
代
の
な
か
に
あ
っ
て
も
貴
重

な
心
身
の
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
初
心
者
の
気
持

ち
で
先
生
が
た
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

修
道
に
專
念
し
て
い
き
た
い
心
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

”謬畷
田口はつ子さん

（本町）

<茶道講座〉

木内美智子さん

（安良川）

〈料理講座〉

厚

⑪



第
八
回
北
茨
城
市
少
年
剣
道
大
会
が
、
三
月
十
日
⑧

磯
原
中
学
校
体
言
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

団
体
低
学
年
僖
膀
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊

高
学
年
準
慶
勝
ク

個
人
低
学
年
僖
膀
石
川
智
則
（
高
小
）

高
学
年
準
僖
勝
石
川
彰
信
（
高
小
）

頑
張
っ
て
い
ま
す
武
徳
殿
少
年
剣
士
隊

▲舂⑮交通安全週間が始まった4月6日

出の朝、市長菫察署長、交通安全関係

者約40人が高萩駅前で、通勤、通学途中

の人たちに、交通安全と聿故防止を呼び

かけました。

一
）

少
「
大
洋
ｌ
巨
人
Ｌ
フ
ァ
ー
ム
オ
プ

ン
戦
が
、
四
月
七
日
日
市
宮
野
球
場
で

約
二
千
人
の
観
衆
を
集
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
試
合
の
結
果
は
、
九
対
二
で
大

洋
が
勝
ち
ま
し
た
。
な
お
、
大
洋
の
監

督
江
尻
亮
氏
は
坐
局
萩
市
本
町
の
出
身

で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
か
ら
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲古式豊かに厳かに八I曜宮の1 ,000年祭
らご

華やかな稚児行列（4月14日）

囎
可
Ｊ
Ｊ
］
、
７
Ｊ
Ｌ
弓
Ｊ
Ｉ
Ｌ
胃
ｊ
ｊ
』
ミ
Ｊ
Ｉ
Ｌ
、
７
Ｊ
Ｌ
弓
Ｊ
ｊ
踏
弓
ｊ
Ｊ
造
７
Ｊ
ｉ
竜
７
Ｊ
Ｊ
吾
、
，
ｊ
ｊ
苫
７
Ｊ
ｊ
烏
弓
ｊ
ｊ
Ｌ
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
』
可
Ｊ
Ｊ

向
六
月
二
十
三
日
日
は

一
催
事
高
萩
市
の
日
で
す
一

『
一
、
ｊ
ｊ
ｋ
、
う
ｊ
ｊ
畠
、
７
Ｊ
Ｌ
、
可
Ｊ
ｊ
是
弓
Ｊ
Ｉ
Ｌ
も
、
Ｊ
Ｊ
是
、
ｊ
Ｊ
台
Ｔ
ｊ
ｊ
Ｌ
ミ
ｊ
ｊ
」
、
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
弓
Ｊ
Ｊ
Ｌ
間
７
Ｊ
’
峰
弔
Ｔ
ｊ
ｊ
Ｌ
子
ｊ
ｊ
Ｌ
子
Ｊ
Ｌ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

バ
ン
ド
演
奏
Ｉ
ホ
ー
ム
祭
り
’

三
月
二
十
四
日
側
、
勤
労
吉
少
年
ホ

ー
ム
で
、
友
の
会
会
員
な
ど
に
よ
っ
て

「
ホ
ー
ム
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
六
月
二

科学博

だより

6月23日、高萩市の日、

(科学万博つくば'85)見学特別臨時列車農

●会員募集中募集人員 400名(先着順）

●と き 6月23日 （日）

●会 費大人 7,100円

（入場料含む｡） 中人 5,800円
中学生 5,100円

小学生 3,300円

●行 程
シャトルバス

高萩発特急土 浦一n 9:40

7：10 9:00 会場

高萩着特急万博中央駅妥16:50
スーパシャトルバス

19:28 17:36

持急列車（普通料金）で科学万博へ.／

●申し込み・お問い合わせ先

高萩駅 壷22 2174

市役所市民相談室盆23-2111内線214

主催 高萩駅、 日本旅行

後援 高萩市科学万博を成功させる会

へ
》

…も5

鰯
十
三
日
⑧
高
萩
市
の
日
の
催
事
に
出
演

す
る
バ
ン
ド
も
登
場
、
猛
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
科
学
万
博
ま
で
に

は
、
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

レ
ナ
ア
「
ノ
○

▲勤労青少年ホームのバンド演奏

0



長
禄
五
年
二
四
六
二
に
足
洗
で

死
ん
だ
茶
莞
（
鉢
た
た
き
）
は
、
ど
う

い
う
服
装
を
し
て
遊
行
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
七
十
一
番
歌
合
」
に
み

え
る
「
鉢
た
た
き
」
は
、
ひ
ざ
た
け
の

衣
も
賤
し
げ
に
、
鹿
角
の
杖
を
地
に
立

て
て
瓢
（
ひ
さ
ご
）
を
た
た
き
、
念
仏

を
と
な
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
嬉

遊
笑
覧
」
巻
十
一
に
は
、
「
鉢
た
た
き

国
民
年
金
強
制
加
入
者
で
、
収
入
が

き
わ
め
て
少
な
い
、
病
人
を
か
か
え
て

い
る
等
、
保
険
料
を
納
め
た
く
と
も
納

め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
か
た
の
た
め

に
、
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
期
間

は
、
未
納
期
間
と
は
異
な
り
、
年
金
を

う
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
〔

免
除
を
希
望
す
る
か
た
は
、
印
か
ん

"!""満11手 “
歴史(''4)可

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

か
た
は
免
除
の
手
続
き
を

鱗
撚
灘
灘
鱗
》
蕊

赤浜妙法寺過去帳
（百三）

志田諄一

を
持
参
の
う
え
、
年
金
係
窓
口
ま
で
お
）〉

出
か
け
く
だ
さ
い
。
｝
〉

八
法
定
免
除
Ｖ
一

．
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
一《

年
金
、
母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年
金
を
一一

受
け
て
い
る
人

〉一

●
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
や
ら
い
予

防
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

》

八
申
請
免
除
Ｖ

●
所
得
が
少
な
い
人

●
世
帯
員
が
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
一〉

を
受
け
て
い
る
人
《

．
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
《《

著
し
く
困
難
な
人

一

の
歌
」
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。諸
法
実
相
と
き
く
時
は
、
岑
の
あ
ら

し
も
法
（
の
り
）
の
声
。
万
法
一
如

と
く
わ
む
す
れ
ば
、
は
ま
の
蟆
嶬

（
ろ
う
ぎ
）
も
仏
な
り
。
仏
は
三
世
に

ま
し
ま
せ
ど
、
か
か
る
ひ
く
わ
ん
は

た
の
み
な
し
。
ひ
く
わ
ん
教
主
の
釈

迦
だ
に
も
、
ね
は
ん
の
空
に
か
く
れ

ま
す
。
ま
し
て
や
凡
夫
の
愚
に
て
、

い
か
で
無
常
を
の
が
る
べ
き
。
無
常

眼
の
前
に
き
て
火
宅
を
出
よ
と
す
す

む
れ
ど
、
名
利
の
心
つ
よ
け
れ
ば
、

間
て
驚
く
人
も
な
し
。
人
は
男
女
に

か
は
れ
ど
も
赤
白
二
つ
に
分
け
ら
れ

て
、
生
ず
る
時
も
唯
ひ
と
り
死
す
る

や
み
ぢ
に
友
も
な
し
。
東
岱
前
後
の

夕
煙
、
北
嶺
朝
暮
の
草
の
露
、
お
く

れ
先
だ
つ
世
の
な
ら
ひ
た
だ
何
事
も

ー

女
尼
辻
榊
蜘
Ⅱ
丁
樺
李
九
妙
進
仰
払
い
キ
秀
純
仏

庇
妙
熊
氾
叶
一
令
妙
法
陀
晦
に

同
四
年
“
妙
仙
呼
チ
妙
一
尼
一
公
一
訓
門
妙
皿
歩
、
州

妙
心
シ
い
ゆ
ァ
署
、
妙
布
牝
十
妙
性
岬
州
命
蹄
妙
秀

尼
唾
他
仰
法
並
み
封
津
ハ
ブ
妙
空
年
淘
叫
妙
堀
粋

眼
妙
戒
Ⅲ
ｕ
妙
正
恥
珊
七
妙
也
坐
二

同
五
年
畔
妙
並
難
ｗ
肚
道
蒋
一
耗
九
純
川
評
岬
圭

妙
災
岬
州
ル
ス
注
仙
刷
子
Ⅱ
進
漉
塒
〃
法
排
油
脳
哩

麺
マ
Ⅱ
調
伽
州
法
机
舞
ヤ
セ
ン
ァ
シ
沸
純
推
幻
恥
１
１

大
妙
促
砥
叫
咋
Ⅱ
前
甦
近
綿
”
卯
孫
火
那

・
ノ
ー

Ⅲ
狩
辮
乢
判
飾
封
州
痒
妙
念
”
↓
十
九

延
徳
二
年
圧
妙
性
尼
訓
川
子
、
鈴
木
共
倫
逆
に
。
》
し

宮
ロ
－
０
ト
ー
画
・
・

一
・
一
Ｌ
、

－
イ
Ｌ

妙
仙
尼
例
娘
妙
遊
峠
惟
望
郷
逆
刈
神
岼
次
兀
耶
１

曲
・
娠
家
眺
迦
坤
一
耶
理
妙
焼
樺
旭
ィ
純
榊
一
寸

ふ
う
ユ

三
耶 ボ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
⑪

第
九
回
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

，
写
真
は
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
み
え
る
チ
ャ
セ
ン

夢
ぞ
か
し
。
な
か
り
け
り

無
阿
彌
陀
仏

最
優
秀
賞
中
学
生
の
部

ｑ
塚
原
秀
明
さ
んな

ふ
れ
ば
仏
も
我
も

南
無
阿
彌
陀
仏
、
南

空
也
上
人
御
法
事
。

指
し
て
努
力
さ

し
、
こ
れ
が
実

は
埼
玉
県
に
次

い
で
二
番
目
の

〃
国
民
休
養
村
“

が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
る
這
う
。

◇
サ
シ
バ
（
ワ

シ
タ
カ
科
）

朧
一
つ
見
付

け
て
う
れ
し

い
ら
こ
崎

（
芭
蕉
）

て
い
ま
す
ｃ

サ
ン
ク
チ
ュ
ァ
リ
ー
設
営
に
は
、
何

億
と
い
う
経
費
が
か
か
る
の
で
、
実
現

は
困
難
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
市
長

の
も
と
で
、
高
萩
市
は
環
境
庁
に
「
ふ

る
さ
と
自
然
公
園
」
設
定
の
実
現
を
目

指
し
て
努
力
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
も

し
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
関
東
で

溌晶麺莞 然畷 108 ー

昭
和
五
十
四
年
、

高
萩
市
の
下
君
田
に

「
愛
林
の
森
」
が
誕

生
し
、
市
民
か
ら
大

変
親
し
ま
れ
て
い
る

「
高
萩
市
は
、
海
沿

い
の
森
林
都
市
な
の

で
常
磐
自
動
車
道
が

開
設
さ
れ
る
前
に
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
を

つ
く
り
た
い
ね
四
と

私
た
ち
は
話
し
合
っ

高
萩

ｊ

に
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
を
／
Ⅲく

渥
美
半
島
の
伊
良
湖
岬
の
秋
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
、
十
月
十
日
前
後
の
数
日
に

限
ら
れ
て
見
ら
れ
る
サ
シ
バ
の
渡
り
の

様
子
で
あ
る
。

サ
シ
バ
は
、
全
長
約
五
十
ｍ
で
オ
オ

タ
カ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
、
獲
物
は
大

形
昆
虫
、
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、
小
鳥
な
ど

こ
の
写
真
は
、
一
昨
年
の
夏
高
萩
高
校

隣
の
岡
野
さ
ん
の
小
麦
畑
で
、
防
烏
用

の
ネ
ッ
ト
に
キ
ジ
バ
ト
が
か
か
っ
た
の

を
獲
に
来
て
、
ミ
ス
し
て
自
ら
網
に
か

か
っ
た
サ
シ
バ
で
あ
る
。

高
萩
市
に
は
、
夏
烏
と
し
て
渡
っ
て

来
、
繁
殖
し
て
、
秋
に
南
へ
帰
る
。
秋

に
伊
良
湖
岬
や
九
州
の
佐
多
岬
の
上
空

を
何
千
羽
か
ら
何
万
羽
と
い
う
サ
シ
バ

が
九
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
渡
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）▲サシバ（ワシタカ科）

7



毎
朝
、
高
萩
発
七
時
二
十
八
分
の
電

車
に
乗
っ
て
通
勤
し
て
い
ま
す
。

私の

チャーム

ポイント

～

一

岸

“市民

みなさ

行事、

ました

めあて

……④

沼田智子さん
難

春日町） ～
～

(a23-2111 内線262)

目
叢
履
胃
繭
工
場
に
鋤
繍
垂
、
Ｉ
誰
ｆ
業
ｉ
卜
憶
，
Ｉ
一

年
め
。
経
理
部
の
第
一
経
理
課
で
事
務
「
え
っ
Ⅱ
う
～
ん
。
（
と
考
え
て
）
一妄

を
と
り
、
そ
ろ
ば
ん
の
腕
も
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
・
・
…
・
・
な
い
ん
で
す
、
は
一

の
も
の
。
い
…
…
。
個
性
が
強
く
て
、
く
じ
け
一

「
女
の
人
は
、
腰
掛
け
的
に
仕
事
に
て
も
立
ち
直
り
が
早
い
と
い
う
か
、
気
一

つ
い
て
い
る
人
が
多
く
、
（
も
ち
ろ
ん
持
ち
の
切
り
換
え
が
早
い
ん
で
す
ね
、
一

そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
が
）
同
期
に
き
っ
と
。
Ｂ
型
特
有
の
性
格
じ
ゃ
な
い
一

入
っ
た
人
で
も
ず
い
分
や
め
ま
し
た
よ
。
か
な
…
…
・
」

》

私
も
職
場
で
は
、
も
う
上
か
ら
数
え
た
趣
味
は
、
映
画
を
み
る
こ
と
と
旅
行
一睾

方
が
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
・
・
…
…
．
。
を
す
る
こ
と
。
旅
行
に
行
く
と
帰
っ
て

私
も
が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
あ
～
・
」
き
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
く

「
今
は
と
に
か
く
自
分
の
時
間
を
侍
ら
い
旅
行
好
き
の
智
子
さ
ん
で
す
。

ち
た
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、
お
料
理
や
＊
＊
＊
＊
＊

一

お
茶
や
お
花
な
ど
、
俗
に
言
う
花
嫁
修
※
次
は
、
斉
藤
典
子
さ
ん
（
下
手
綱
）
一

み
ち

一

業
と
い
う
も
の
を
私
も
や
っ
て
み
た
い
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

一

な
と
思
う
ん
で
す
。
」

クイズたかはぎあれこれ－

毎年5月の節句には、庭にのぼり旗やこいのぼ

りを立てて男の子の成長を祝います。そして、今

では少なくなりましたが、 しょうぶ湯に入る風習

があります｡｢高萩の昔話」のなかにも、 この風習

の由来を伝えるいくつかの話があります。その由

来とは次のうちどれでしょう。

1, その年一年を健康に過ごすため

2，へびの邪気を除くため

3，鬼の邪気から身を守るため

答えのわかったかたは、市民活動課広報広聰係

まではがきでお知らせください。正解者（1名）

は、市報6月号で紹介し、粗品を差し上げます。

また、高萩に関するクイズで、出題や解答がひろ

く市を紹介するような問題がありましたら、 あわ

せてお知らせください。

一
）

ノ

下
条
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え
…
：
・
１
、
山
桜

日
本
の
春
を
代
表
す
る
桜
は
、
バ
ラ

科
に
属
し
、
現
在
三
十
種
ほ
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
気
象
庁
が

発
表
す
る
桜
の
開
花
宣
言
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
使
わ
れ
、
日
本
中
の
公
園
や

川
く
り
、
学
校
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。山
桜
は
、
関
東
以
南
の
日
本
全
土
に

自
生
し
て
お
り
、
松
岩
寺
の
山
桜
も
毎

年
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
勤
労
吉

少
年
ホ
ー
ム
で
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後

七
時
か
ら
九
時
ま
で
、
手
話
に
よ
る
通

訳
と
歌
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
十
八
名
の
会
員
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
共
に
手
話
語
を
習
得
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
、

ボランティアの輪を

市内にひろげよう／
今、

ー

箪 卿懲

綴
クイズの正解者

会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
月
九
日
㈹
に
は
、
北
茨
城

市
中
郷
中
学
校
で
行
わ
れ
る
県
北
地
区

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
萬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
八
月
四
日
⑧
、
三
十

一
日
出
の
両
日
に
は
、
科
学
万
博
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
参
加
、

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル
か
ら
寄
稿
）

連
絡
先

●
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル

高
浜
町
三
～
六
二
小
宅
誠

（
壷
二
三
’
二
二
六
九
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
四

クイズはよく出すんですけど

当たったことがないんです。

去年、 9年ぶりに高萩に戻っ

てきましたが、島名や向洋台に

住宅地ができてずい分変わりま

したね。

趣味は写真、

早くお嫁さん欲しいなあ。

弓野和男さん

（秋山）
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▽
花
貫
ダ
ム
と
花
貫
渓
谷
③

花
貫
ダ
ム
は
「
海
の
見
え
る
ダ
ム
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
花
貫
川
上

流
に
は
、
名
勝
地
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
、
色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト
で
に
ぎ
わ

▽
土
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
②

烏
曽
根
か
ら
花
貫
渓
谷
の
景
勝
を
訪

ね
な
が
ら
汐
見
渓
の
方
へ
行
く
と
津
智

岳
橋
に
着
く
。
こ
こ
が
土
岳
山
の
入
口

標
高
五
九
九
・
七
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
は

高
原
気
分
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

女
性
や
子
ど
も
で
も
登
れ
ま
す
。

▽
峠
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
①

大
心
苑
野
球
場
か
ら
花
貫
ダ
ム
下
ま

で
約
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

道
に
は
小
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
散
策

道
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
す
〔

市
内
に
だ
っ
て
こ
ん
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
や
名
所
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

ご
家
族
や
友
だ
ち
同
志
、
ち
ょ
っ
と

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
森
林
公
園
④

森
林
浴
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
を
楽
し
む
〃
い
こ
い
の
森
“
と
し
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

い

ま
一斗一
q

ｰ

§Ⅱlllllll! lllllll'illlllll 'lllllll''lllllll' 'lllllll''lllllll' 'lllllll' 'lllllll ' lllllll' 'lllllll ! llllll' ! llllll' ' 'lllllll 'lllllll' 'lllllll ' llll' 'illl111' ''lllllll' ' 'lllll' ''''
三

言

山菜も今がとれごろ 言三

:
木ゆきさん（大能） にお話をうかがい 三

三

斗1斗
二

まし／こ○ 三
三

ゼンマイは山の中腹あたりに出ます。採ってきた 二
三

らワタを取り、煮たった湯の中にさっと入れて取り 三
言

出し，外に干します。干している間、何回もよくも 三
三

むことがやわらかくなるコツ。ポリポリとおれるま 三
二

でもみながらよく干してください。土用干しなとゞし 三
三

ておくと何年も貯蔵できます。採ってきてすぐは、 三
＝

かたくて食べられませんね。 三
三

★料理のしかた…干したゼンマイをゆでてもどして 三
三

から， シイタケやタケノコなどと一緒に油でいため 三
三

て、 しょう油味で煮るのが一般的です。 三
三

ワラビは、採ってきたら、灰か重そうをふりなが三
三

ら重ねて並べ、上から熱湯をかけます。その後さら 三
二

に水につけてアクぬきをすれば、おひたしにしたり 二
三

みそ汁に入れてもおいしいです。塩づけにすれば保三
三

存もできますが、 ワラビはすぐ食べたほうがおいし 三
三

いですね。 ニ
ニ

タラボやウド、シドキなども昔ほどは採れません 三
三

が、 タラポは天ぷらやごまあえに、 ウドはみそ汁や 三
二

酢みそあえ、 シドキはちょっとにおいが強いですが二
三

おひたしなどにして食べるとおいしいですよ。 二
三

. 。●●ひとこと●●・ ・ 三
三

"山で火を使ったら後始末をしっかりしてください： 琴

灘
~瀞勢

懸懸溜騨鍵騨鍵§

三
月
三
十
日
出
、
高
萩
酩
晨
婦
人
部

か
あ

で
は
、
花
貫
山
荘
で
「
お
姑
さ
ん
に
感

謝
す
る
集
い
」
を
開
き
、
お
孫
さ
ん
ま
で

合
わ
せ
て
約
二
十
五
人
が
参
加
、
和
気
あ

い
あ
い
、
な
ご
や
か
な
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に

か
あ

な
っ
て
い
る
ぉ
姑
さ
ん
に
感
謝
の
心
を

こ
め
て
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
贈

る
集
い
で
、
六
年
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
「
お
嫁
さ
ん
か
ら

贈
ら
れ
た
『
感
謝
の
花
』
に
涙
ぐ
む
お

か
あ姑
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
で
し
た
よ
。
日
ご

ろ
『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉
な
ん
て
言

う
機
会
が
な
か
な
か
な
い
で
す
も
の
ね

＃＃ ー

か
あ

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」
と
、
副
会
長
の
落
合
美
知

子
さ
ん
（
田
代
）
は
話
し
て
い
ま
し
た▲花束を手にうれしそう

笏"' 'lllll'' 'lllll' ' ' 'lllll' ' lllll' '' 'lllll' ' ' lllll' '' 'lllll'1 'lllll' ' ' 'lllll' ' lllll' ' ' 'lllll' ' lllll'' 'lilll' ' 'lllll' ' ' lllll' ' 'lllll' ' ' 'lllll'i' 'lllll'i' 'lllll' ' 'lllll'i''IF
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五
月
は
、
一
年
中
で
最
も
よ
い
気
候

で
す
が
、
四
月
か
ら
年
度
が
変
わ
り
、

新
入
学
、
新
入
社
と
新
し
い
生
活
が
始

ま
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
緊
張
に
よ
る
疲
れ

を
感
じ
気
分
的
に
落
ち
こ
ん
で
い
く
こ

と
を
〃
五
月
病
”
と
い
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
ま
す

か
Ｉ
・

圏
体
が
だ
る
い
、
頭
が
重
い
、
頭
痛
、

腹
痛
、
食
欲
が
な
い
、
不
眠
な
ど
の

症
状
を
伴
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ど
ん
な
注
意
が
必
要
で
す
か
。

職鱈葱 串 塁…

翻
然
》
》

職,霧

"識

ヘ

…

（2歳児歯科健診）
ひとみ

樫村仁美ちゃん（2歳）と

お母さんの廣子さん 閨
睡
眠
は
心
身
の
疲
労
回
復
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
早
寝
早
起
き
、

食
事
の
時
間
を
い
つ
も
同
じ
に
す
る

な
ど
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
昼
間
は

散
歩
や
軽
い
運
動
な
ど
積
極
的
に
気

分
転
換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
、
幼
稚
園

や
学
校
で
の
で
き
ご
と
を
う
る
さ
く

聞
か
な
い
よ
う
に
し
、
子
ど
も
の
話

す
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
や
る
態
度
が

大
切
で
す
Ｏ

Ｌ
丸
分
転
換
の
方
法
に
つ
い
て
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
は
？

閨
仕
事
の
こ
と
を
全
く
忘
れ
て
無
心

に
過
ご
せ
る
時
間
を
持
ち
た
い
で
す

ね
。
家
族
ぐ
る
み
や
気
の
合
っ
た
仲

間
同
志
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
計
画
し
て
み
る
の
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。
五
月
の
緑
を
大
い
に

満
喫
し
て
心
身
の
ス
タ
ミ
ナ
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
し
よ
う
。

中戸川1287

お話がとてもじょうずな1二美ちゃん。

おばあちゃんとままごとをしたり、信

み木をしたりして遊んでいるの。

あま～いものが好き。虫歯も1本で

きちゃったの。一
》

<とマーマ 大好きよ

総
務
庁
で
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、
問

い
合
わ
せ
を
、
行
政
相
談
と
し
て
、
常

時
受
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
、
さ
ら
に
多
く
の
か
た

が
た
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
、
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
を
設
け

て
い
ま
す
。

六
十
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
村
田

純
一
さ
ん
（
有
明
町
二
五
○
）
が
決

ま
り
ま
し
た
Ｏ

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

橋
渡
し
を
す
る
役
割
で
、
県
の
施
策
に

対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
提
言
し
ま

す
。
任
期
は
、
来
年
三
月
ま
で
の
一
年

間
で
す
。

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

墓；
五
月
十

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

村
田
さ
ん

｜
日
か
ら
十
八
日
ま
で

：
群

鶴

電織閾ゞ■

行政相談員

神長新一

さん

村田純一

さん

と
き
五
月
二
十
日
㈲
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

相
談
内
容
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、

離
婚
な
ど
。

相
談
員
高
萩
市
人
権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
広
次
上
君
田
五
三
七

丑
二
八
○
一
○
三

長
久
保
忍
赤
浜
八
五
三

壷
二
二
’
四
四
二
二

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
中
心

と
し
て
人
権
擁
護
委
員
は
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
萩
市
で
は
次
の
と
お
り
無

料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

高
萩
市
に
は
、
総
務
庁
か
ら
委
嘱
（
再

任
）
さ
れ
た
行
政
相
談
員
Ｉ
神
長
新
一
さ

ん
・
・
・
島
名
一
三
九
四
（
壷
二
二
’
三
七

七
三
）
が
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
で
す
。

場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

無
料
人
権
相
談

（
） ～

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
ノ
。
～

昭
和
六
十
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通

知
書
は
五
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
か

た
は
、
茨
城
県
高
萩
県
税
事
務
所
狂
二

二
二
二
二
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 身

体
の
不
自
由
な
か
た
二
級
ま
た

は
二
級
）
で
、
三
月
三
十
一
日
現
在
満

六
歳
以
上
の
か
た
に
、
郵
便
は
が
き
二

十
枚
を
無
料
で
差
し
あ
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
へ
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の

う
え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。

期
限
は
、
五
月
三
十
一
日
㈱
ま
で
。

（
体
の
昨
）

／一一ヘ

山
口
安
一
安
良
川
三
○

盃
二
三
’
六
六
六
五

五
月
は
自
緬
雫
耐
却
）

’
1
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ｍ
鋸
蒋
叩
・
雲
】
雛
●
蕗
》
．
・
逹
、
蒋
和
、
、
手
諄
、
弾
叩
皇
内
巽
＊
】
叩
・
マ
内
無
マ
騨
叩
・
・
勢
マ
羅
叩
、
愚
曜
’
馨
和
・
昨
曇
、
騒
叩
・
二
龍
●
騨
叩
・
内
舜
蕊
穿
。
、
酎
騨
●
輔
四
・
、
叩
羅
●
誹
叩
。
、
叩
鵠
●
藍
肥
・
・
如
露
●
藷
１
．
、
鈴
●
誇
旧
・
哩
静
装
和
。
、
ぷ
蕊
騨
四
・
、
和
騨

一
一

昭
和
六
十
年
度
、
市
役
所
の
新
入
職
員
で
す
。
多
数
の
応
募
の
な
か
か
ら
左
一
》心

揺

の
十
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
新
人
職
員
と
し
て
の
心
》》
■
》

構
え
を
は
じ
め
、
市
政
の
あ
ら
ま
し
や
市
の
し
く
み
、
さ
ら
に
市
内
の
施
設
見
》
《

学
な
ど
、
約
一
週
間
に
わ
た
っ
て
研
修
を
受
け
、
各
課
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一
一

､します
型
即
，
鮎
脾
判
・
執
郡
祁
ｖ
仇
鯆
篭
・
“
脚
’
弼
距
．
．
“
勝
●
誘
叩
。
．
錨
騨
●
罷
咀
・
・
和
砿
削
小
・
・
前
門
Ｗ
，
孔
禰
●
舗
即
・
・
叩
離
蒸
皿
・
絢
詫
群
“
・
・
恥
製
，
鶚
“
。
，
呼
軸
●
軸
皿
・
即
劉
軸
“
・
孤
榔
聯
．
咋
端
誰
距
・
晶
紫
羅
咀
・
・
皿
僻
●
戦
叩
．
．
北
協
●
酬
い
・
叩
門
●
脚
叩
・
孔
脚

鵜::謹萌

認#蕊
吉田英樹

（財政課）

侭 撫 蕊観Ⅷ'〆
若松浩之

（税務課）

鐵
読

、

和田知代

（会計課）

篠原新也

（水道課）

秀男

/日立･高萩･十王、

(広域下水道組合ノ

やすよ

鈴木育代

(学校給食センター）

〈調理手〉

神永江利子

（東幼稚園）

〈事務補〉

佐川充子

(学校給食センター

〈調理手〉

吉川美香子

(秋山保育所）

〈保母〉

=ll l 勝浩

（農林課）

）
一

理
手
）

○
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
日
退
職

今
橋
昌
雄
（
高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場

組
合
食
肉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

松
本
昭
（
民
生
部
衛
生
課
長
補
佐
）

落
合
洋
子
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
庶

務
係
長
）

佐
藤
キ
ヨ
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
手
）

板
垣
タ
カ
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
手
）

渡
辺
ミ
エ
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
手
）

柴
田
富
貴
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
手
）

○
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
退
職

鈴
木
雅
惠
（
高
萩
保
育
所
保
母
）

○
昭
和
五
十
九
年
九
月
三
十
日
退
職

揚
石
安
次
（
衛
生
課
衛
生
工
手
）

○
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
三
十
日
退
職

佐
川
ト
ヨ
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

忘れていませんか？

県民交通災害共済 退
職
さ
れ
た
職
員
の

み
な
さ
ん
で
す

： 60年度分(4月'日言些
； から1年間）の加入手 萩月

続きをされましたか？ 保三
育一'
－

万忘れているかた ！ 所一
日

がありましたら、急い ： 保退
で手続きを済ませて＜ ； 母職

■ ー

ださい。

申し込みは市役所市

民相談室までどうぞ。 三若連
｜ 葉絡
五剣先

● ● へ●八士と

秋盆秋松昭松五磯高七会道
ll」二山岡査岡三野萩七へ場
小三剣小二剣一武武一大一
体 ｜ 道体二士武美徳東和

鳥思慕慧嚥蕊薄
五恵 ○山 ｜ 剣館子
一美 八田 五士 恋
子 一義 六隊 二

申
込
先
建
設
課
管
理
係
（
第
三
庁
舎
一
階
）

住
宅
の
内
容

第
二
種
公
営
住
宅
、
中
層
耐
火
五
階

建
、
三
Ｄ
Ｋ
、
物
置
付

、〆

市営住宅 募募
集
し
ま
す
／
、

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

ー

｝

滝

恥

＊

丸

州

申

込

受

付

期

間

昭
和
六
十
年
五
月
十
二

日
か
ら
六
月
八
日
ま
で

今
年
も
、
五
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
が
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。
赤
十
字
精
神
や
赤
十
字
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
戸
毎
に
一
人
は

赤
十
字
「
社
員
」
に
。

募
集
戸
数

三
十
戸

家
賃
、
敷
金

家
賃
二
万
円
前
後

敷
金
家
賃
の
三
か
月
分

申
込
資
格

○
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
、
勤
務
先
が

あ
り
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

○
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
、
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
け
出
を

し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
及
び
婚
約
者

を
含
む
。
）
が
あ
る
人

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
四
○
二

戸毎に一人は赤十字

社員になりましょう
;:::::溌毘｡:兎..･･･.$淫:.:｡:g::..,..･･･.:.『:．｡..｡
.････悪そ.｡rざ･§･･･:-%津も:．F･:f鍵.錘.?-霊:::￥
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日曜当番医

つ
声
◎
へ

義
経
千
本
桜
で
小
気
味
の
よ
い
悪
党
ぶ
り
を
発
揮
す
る
の
は
、
釣
瓶
鮨
屋

の
悴
い
が
み
の
罹
太
で
、
今
も
吉
野
川
の
古
い
街
道
の
そ
ば
に
そ
の
蟇
が
あ

る
。
こ
の
芝
居
の
舞
台
と
な
っ
た
吉
野
の
桜
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
山

手
に
は
ま
だ
木
の
間
が
く
れ
に
山
桜
が
咲
い
て
い
て
、
晩
舂
を
彩
っ
て
い
る
。

絵
と
文
伊
藤
龍
馬

晩
舂

花

王
一
戸

医

医
一
医

立
一
十
一
宍

院

院
一
院

東本町22 3512

十王町32 3266

安良川 23-2318

安良川 23-1122

大和町22-2235

大和町22 2202

十王町32 3266

32 3266

23-2318

5月12日

日
日
９
６
１
２
月
月

５
５ 高萩協同病院

飯島医院日
日

２
９
月
月

６
６ 樋渡医院

十王医院

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
草
野
質
良
さ
ん
高
戸

三
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
豊
田
久
允
さ
ん
横
川

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
樫
村
幸
一
さ
ん
下
手
綱

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
有
明
町
市
営
住
宅
第
二
常
会

三
千
円
社
会
福
祉
へ

Ｑ
大
部
尚
子
・
町
田
麻
衣
子
さ
ん

善
意
あ
り
が
と
う

灘

（
》

後
援
高
萩
市
、
高
萩
市
教
育
委
員

会
、
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
高
萩

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
高
萩
青
年
会
議

所
、
茨
城
新
聞
社

と
き

と
こ
ろ

主
催

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
英
霊
に
こ
た
え
る
会
高
萩
支
部

古
書
寄
贈

○
丹
一
さ
ん
北
茨
城
市
関
南
町

式
」
ノ
凡
斗

二
千
円
（
本
町
）
社
会
福
祉
へ

○
小
森
聡
子
さ
ん
島
名

五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
渡
辺
博
さ
ん
島
名

三
十
万
円
社
会
福
祉
へ

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

一
万
三
百
四
十
円
社
会
福
祉
へ

○
樫
村
祐
子
・
三
田
亜
紀
子
・
叶
野

友
美
・
桑
田
裕
子
さ
ん
（
秋
山
中
）

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
市
街
地
商
店
会

二
万
一
千
二
十
五
円
社
会
福
祉
へ

出
寄
贈
図
書
館
へ

ふ
る
里
が
生
ん
だ

城
戸
夏
男
陶
芸
展

鴬

"r::
蕊,鯨
ず3' ,

篭

護1

五
月
十
六
日
～
二
十
日

文
化
会
館
会
議
室

発
起
人
大
高
省
三
氏
ほ
か

十
五
名

障
害
者
（
障
害
程
度
一
・
二
級
）
、

ま
た
は
、
障
害
者
と
同
居
す
る
世
帯
に

障
害
者
の
専
用
居
室
を
増
八
．
改
築
す
る

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
限
度
額
一
八
五
万
円

貸
付
利
率
三
％

償
還
年
限
十
年

申
込
期
間
五
月
二
十
五
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

丑
二
三

一
二
二
内
線
三
五
二

な
お
、
こ
の
貸
付
事
業
は
全
額
国
民

年
金
還
元
融
資
を
受
け
て
行
っ
て
ま
す
（

--5月の納税一～人口と世帯～逓

亨i篭 ￥
(暫定僻｜枇糯】0,0"!△，' ；
納岬 ‘月3旧｜ {昭和60年4H1日現在' 1島
蕊一窒鍾…"堂＝…錘…w"w…霊…罰…,識溌…奉鷆…率…輪……識斡議§名

○
大
友障

害
者
住
宅

整
備
資
金
の
負
付

?、

ー

き
よ
さ
ん

リ ポ
l 篭

ﾖﾐ

､ 縄
諮

り 鯖

， ：

し き
b 野

驫

§

〕

本

町

剴

勵

六
月
十
二
日
伽
劇
団
俳
優
座
公
演

エ
セ
ル
と
ジ
ュ
ー
リ
ア
ス

（
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ク
事
件
）

栗
原
小
巻
ほ
か

入
場
料
Ｓ
席
四
、
五
○
○
円

Ａ
席
四
、
○
○
○
円

発
売
日
四
月
二
十
五
日
附
～

文
代
会
館
缶
二
三
’
七
四
二

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
耆
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
、

日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
、
文
化
会
館

六
月
七
日
㈱
午
後
六
時

有
料
特
別
試
写
会
「
夢
千
代
日
記
」

吉
永
小
百
合
ほ
か

入
場
料
大
人
一
、
三
○
○
円

（
前
売
券
）
高
校
生
一
、
○
○
○
円

中
学
生
以
下
八
○
○
円

（
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
五
○
○
円
、

一
、
二
○
○
円
、
一
、
○
○
○
円
で
す
。
）

発
売
日
五
月
二
十
四
日
③
～

昭
和
六
十
年
度
の
主
な
予
定

工セルとジューリアス
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